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cycle: SSC) 運動によって遂行されている。この下肢の SSC 運動による遂行能力を高めるための代


















ォーマンスに及ぼす影響 (研究課題 1-1 および 1-2)、プレセットからパフォーマンス獲得に至るま
での時系列的な運動連関について (研究課題 2) 述べられている。 
研究課題 1-1 では、優れた SSC 運動の遂行能力を有する競技者を対象に、プレセット局面中の
皮質内抑制回路の興奮性と DJ のパフォーマンスとの関係について検討した。陸上競技の跳躍競技
者 13 名 (Jumper 群) とその他の種目の競技者 9 名 (Other 群) を対象に、3 種類の台高 (0.30m、 
0.45m、 0.60m) からの DJ を行わせ、DJ パフォーマンスおよび腓腹筋を対象としたプレセット
局面における皮質内抑制回路の興奮性を評価する変数を算出した。その結果、Jumper 群は Other
群と比較して、すべての台高で DJ パフォーマンスが有意に高く、最も高い 0.60m の台高で最も高
い跳躍高を獲得していた。また、Jumper 群はいずれの台高においても皮質内抑制回路の興奮性が
低下する、いわゆる脱抑制状態となり、脱抑制状態は台高の上昇とともに高くなった。さらに、プ





違から検討した。研究課題 1-1 に参加した Jumper 群のうちの 7 名を対象に、研究課題 1-1 と同様
の試技を行わせた。プレセット局面中の皮質内抑制回路の興奮性は主働筋である腓腹筋 (MG) と




研究課題 2 では、DJ におけるプレセット局面中の皮質内抑制回路の興奮性、踏切中の伸張反射
および力学的にみた足関節底屈トルク、パフォーマンス変数という時系列的に生じる事項の関係性
について検討し、プレセットからパフォーマンス獲得に至る時系列的な運動連関について検討した。


















 平成 29 年 1 月 16 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説
明を求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格
と判定した。 
 よって、著者は博士（コーチング学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
